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小山市教育委員会会議録 

                                             （令和８年２月定例会） 

1.会議の日時及び場所                          

 日時 令和８年２月２０日（金）午後２時００分～午後４時１７分 

 場所 教育委員会室 

 

2.会議の組織人員 

 人数 ６人 

 

3.出席委員 

 教育長            濱 口 隆 晴 

 １ 番             岩 井 正 夫 

 ２ 番             荒 井 友 子 

 ３ 番             奥 中 栄 二 

 ４ 番                大 橋 雅 子 

 ５ 番                 高 橋 真 美 

 

4.説明のため本会議に出席した職員 

こ ど も 未 来 部 長  上 野 信 茂 

こども未 来 部 次 長  宮 田  悟 

生 涯 学 習 部 長  篠 原  正 

生 涯 学 習 部 次 長  渡 邉 正 樹 

教 育 総 務 課 長  日 高 恵 子 

こ ど も 政 策 課 長  田 中 秀 和 

こ ど も 教 育 課 長  佐 山 幸 代 

青 少 年 支 援 課 長  井 口 信 行 

子育て家庭支援課長  櫻 井 和 代 

保 育 課 長  中 林 健 一 

学 校 支 援 課 長 酒 寄 広 子 

生 涯 学 習 文 化 課 長  望 月 秀 展 

文 化 財 課 長  星 場 崇 徳 

生 涯 ス ポ ー ツ 課 長  篠 崎  武 

中 央 図 書 館 長  江 藤 和 枝 

博 物 館 館 長  佐 久 間 弘 行 

教 育 研 究 所 長  和 久  真 

学校支援課食育推進係長  大 島 弥 生 
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5.書記 

教育総務課教育総務係長  前 田 千 穂 

教 育 総 務 課  田 崎 淳 子 

 

６.会議事項 

（１）報告事項  

①教育長  

②教育長職務代理者  

③事務局  

ア こども未来部部長  

イ 次長  

ウ 生涯学習部部長  

エ 次長  

オ 教育総務課  

・寄付受入れについて 

・叙位叙勲の伝達について 

カ こども政策課 

・小山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の全部改

正、小山市子ども・子育て会議条例の一部改正について 

キ こども教育課 

・令和８～１０年度「総合的な学習の時間」研究指定校について 

ク 子育て家庭支援課 

・小山市子育て応援特別手当支給事業実施要綱及び小山市３人乗り自転車貸出事業実

施要綱の廃止について 

ケ 保育課 

・小山市子ども・子育て会議での意見聴取等にかかる事案の報告について 

コ 学校支援課 

・小山市における学校給食食物アレルギーの対応について 

サ 文化財課 

・令和7年度中渋辺遺跡発掘調査現地説明会の開催について 

シ 博物館 

・令和８年度博物館企画展等（特別展）の開催について 

・令和７年度博物館まつりの開催について 

・小山市立博物館収蔵資料検索システムについて 
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（２）審議事項  

（教育総務課） 

議案第１号 令和８年度小山市一般会計予算（教育委員会所管関係）について 

（こども政策課） 

議案第２号 小山市学校適正配置等基本計画の策定について 

（こども教育課） 

議案第３号 「第２次小山市英語教育推進計画」について 

議案第４号 「小山市立学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画（お

やま スマイルプラン）」について 

（教育研究所） 

議案第 5号 「小山市学校教育情報セキュリティポリシー」の改訂について 

（車屋美術館） 

議案第 6号 令和８年度車屋美術館企画展観覧料の設定について 

 

 

〇日高教育総務課長 

それではお時間になりましたので、ただいまより、令和８年２月定例教育委員会を始めさせ

ていただきます。濱口教育長よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。改めまして皆さんこんにちは。ただいまより、２月の定例教育委員会を開始したいと思

います。本日の会議録の署名は大橋委員にお願いしたいと思います。よろしくお願いいたしま

す。 

それではまず報告事項へ入ります。私の方からは２点良い報告をします。１点目が、令和７年

度、新採教員１００名が下都賀地区に入りましたが、全員が辞めずに乗り切ることができました。

また、新採の配置についても長年検討してきたように、地元やあるいは地元の隣の近隣の市

町に配置させようということで県自体のやり方も変わりつつあるので、非常に良い方向に向

かっているというのが１点目です。  

２点目は、昨年末の小山三中で２学期の終業式の準備をしている時に、心臓の発作で倒れて

しまった子がいました。その際、周りにいた生徒会役員１０人程度と小山第三中学校の先生方

が、AED と心臓マッサージによる素晴らしい連携のもと、その子の命を救うことができたとい

うことがありました。この件につきまして、今日、消防本部の方から連絡がありまして、助けた

子たちが３年生のため、卒業する前に三中の方で関わった生徒、それから先生方に対して表彰

を行うというお知らせをいただきました。昨年度も、下生井小学校で一般の方を助けたという

例がありまして、学校においては、２年連続で人命を救うことができました。これが２つの良い

報告です。 
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もう１つは事務的な連絡ですけれど、令和８年度の新採教員も決まりました。下都賀地区に

は全部で１０９名配置され、小山市はその中で４１名の配置が決定されまして、各学校に指導を

お願いするということになります。また、後ほど篠原部長からもお話があると思いますが、小

山市の琵琶塚古墳整備について、先週の今頃、教育委員会室で記者会見を行いました。その際

の記事をお配りしてありますので、お読みいただきたいと思いますが、至らなかった点につい

て市の方でも反省をし、県、それから国の文化庁に必要書類を届けて協議を行った結果、９月

に再開の許可が下りたということで、この後新たな計画を立てて進められるようになると思い

ます。大変ご心配をおかけしましたが、こちらも良い方向へ向かっております。私の方からは以

上です。それでは続きまして、岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

はい。それでは、私の方からは２点ほど報告させていただきます。１点目は、先月１６日に令

和７年度全国市町村教育委員会研究協議会が、Zoom によって開催されました。協議会のテ

ーマに沿った小山市の取り組みの資料や、またパソコンの設定、操作のアシスト等をいただき

まして誠にありがとうございました。小山市のメンバーは教育長さんはじめ、グループリーダ

ーや司会進行役に指名された方が多く、無事に重責を果たせましたことを報告させていただ

きます。 

２点目は、１月２９日に令和７年度第１回小山市総合教育会議が開催されました。本日の審議

事項にもありますが、スマイルプラインや校内教育支援センターという、現在の小山市にとって

も非常に重要な教育課題について、浅野市長さんを交え意見交換ができる機会を得られたこ

とは、本当に意義深いことであります。できれば、次年度以降はこういった機会をもっと増やし

ていただき、小山市教育行政のタイムリーな議題について、市長さんも交えた意見交換ができ

ればと思っております。以上、２点を報告させていただきます。ありがとうございました。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございます。続いて事務局へ行きます。上野部長お願いします。 

〇上野こども未来部長 

はい。年度末ということで、来月３月７日土曜日が中学校及び義務教育学校の卒業式となり

ます。また、３月１７日火曜日が市内小学校の卒業式になります。教育委員皆様には、本日ご案

内させていただくと思いますけれども、コロナ明けではありますが以前の形に近づけるため、

教育委員会告示ということでご挨拶の方をお願いする形になろうかと思います。会議が終わ

りましたら、担当課の方からご案内させていただきますので、出席の方どうぞよろしくお願い

いたします。私の方は以上でございます。 

〇濱口教育長 

はい。宮田次長お願いします。 

〇宮田こども未来部次長 

はい。私の方からは特にございません。 

〇濱口教育長 
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はい。それでは篠原部長お願いします。 

〇篠原生涯学習部長 

 はい。私の方からは教育長からもございましたが、お手元の方に琵琶塚古墳整備事業の４社

の新聞記事を配付させていただきました。教育委員の皆様にも大変なご心配をおかけしてい

たところですが、先週金曜日の２月１３日に臨時記者会見を開催しまして、令和５年度までに実

施した事業について、現状変更申請許可が昨年の９月におりたこと、また、現在までの経緯、許

可内容、再発防止の取組等も記者の方にはご説明させていただきました。さらに、令和８年度

以降の予定ということで、来年度予算案として５２０万円を整備手法の検討委託業務というこ

とで計上しておりまして、予算が承認され次第、令和９年度の前半で再検討した上、文化庁に

工事再開に向けた申請を行い再開に向けて進めてまいりたいと思います。時間がかかること

になってしまいましたが、本当に教育長の方からも琵琶塚古墳は地域の宝というお話がござ

いましたので、市民の皆様の期待に応えられるよう引き続き協力してまいりますので、教育委

員の皆様にも引き続きご協力をお願いしたいと思います。以上です。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして渡邉次長お願いします。 

〇渡邉生涯学習部次長 

私からは特にありません。 

〇濱口教育長 

はい。それではここまでの報告事項等につきまして、委員の皆様から何かございましたらお

願いいたします。よろしいですか。 

〇全員 

 はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは報告事項へ入ります。教育総務課日高課長お願いします。 

〇日高教育総務課長 

はい。教育総務課です。よろしくお願いいたします。１ページをご覧ください。寄付受け入れ

についてご報告させていただきます。１行目ですが、栃木県産いちご約１万４千個が、小・中・義

務教育学校の子どもたちの教育のためとして、学校支援課へ寄付がございました。続きまして、

２行目、図書カード１０万円分が、児童図書用にということで、下生井小学校へ寄付がございま

した。３行目になりますが、お米５キロ２２袋が、子どもたちのためとして、青少年支援課へ、寄

付がございました。４行目、図書「アニメを作ることを舐めてはいけない」から、以降、「巌窟の

王」までの７件につきまして、中央図書館へ寄付がありました。寄付者等につきましては、記載

のとおりとなります。 

続きまして、２ページをご覧ください。叙位叙勲の伝達について報告させていただきます。

高齢者叙勲につきまして、１名、令和８年１月１６日に伝達してまいりました。詳細につきまして

は、記載のとおりとなります。教育総務課からは以上です。よろしくお願いします。 
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〇濱口教育長 

 はい。続きまして、こども政策課田中課長お願いします。 

〇田中こども政策課長 

 資料の方は、３ページをご覧ください。今回２月議会に提出しております、２つの条例につい

ての報告となります。１件目が、小山市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準

を定める条例の全部改正についてでございます。この条例につきましては、いわゆる学童保育

の運営基準について、国基準である内閣府令を参酌しつつ、市が条例で基準を定めておりまし

て、現在の条例につきましては、一部本市で独自の規定を設けておりますが、ほとんど国の基

準を条例化しているという状況でございます。このような条例をいわゆるコピー型というふう

に呼んでおります。このような中、今回国の基準の方が改正され、放課後児童支援員という保

育を行う職員の要件の中に「地域限定保育士」等の規定が追加されたことに伴いまして、本市

の条例改正の必要が生じました。そこで、条例の改正を踏まえまして、本市の独自規定を除く

ほかは国基準に準拠することを条例中に明記する規定構造（いわゆるリンク型）に改めるため、

条例の全部を改正しようとするものでございます。 

次に４ページの方をご覧いただきまして、改正の内容部分についてです。（１）のア・イ・ウが、

児童福祉法に定める放課後児童健在育成事業の整備及び運営に関する基準を定めるものと

する、市の条例で定める基準は国の基準であるといったことを規定しておりまして、エの職員

（第４条）というところが、市の独自規定で定めようとしているものになりまして、もともと現行

条例でこのような定めを置いておりましたが、これを独立させて、エというところで規定をし

ております。その中身につきましては、国の基準では、１支援単位あたり２名の放課後児童支援

員を置くことになっておりますが、そのうち１名は記載のとおり、補助員という形でも良いとな

っております。この部分を小山市につきましては、保育の質を確保するというとことから、努力

義務という形で追記しております。 

資料の方は、再度３ページの方にお戻りいただきまして、もう１点は、小山市子ども・子育て

会議条例の一部改正についてでございます。こちらは、小山市で子ども・子育て支援計画事業

策定等を審議する合議制機関として、条例の規定に基づき、小山市子ども・子育て会議を設置

しておりますが、令和８年４月１日に施行される同法の改正により、こども誰でも通院制度の利

用定員を設定する際には、この子ども・子育て会議の意見を聞くことが必要となったことから、

その所掌事務に当該事項を追加するために改正を行おうとするものでございます。こちらの

具体的な文言につきましては、６ページに載せております。６ページの右側、改正後の下線が引

いてある（３）が、先ほど申し上げました条例の規定でして、この文言を追加するための改正に

なります。最後に３ページの方に再びお戻りいただきまして、この２つの条例の改正の流れに

つきましては、既に例規審査委員会の方は１月２８日に終了しておりまして、２月議会の方に議

案として提出したいと考えているところでございます。説明は以上となります。よろしくお願い

いたします。 

〇濱口教育長 



7 

 

はい。続きまして、こども教育課佐山課長お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。こども教育課からは、令和８から１０年度「総合的な学習の時間」研究指定校について

ご報告いたします。資料につきましては、１６ページからになります。教育委員の皆様もご存知

のとおり、小山市では渡良瀬遊水地における湿地の懸命な利用の取り組みと、渡良瀬遊水地

を中心に展開している湿地教育を進めているところでございます。その一環として、学校教育

の中における湿地教育について、こども教育課といたしまして、小学校３年生以上に設けられ

ている総合的な学習の時間を中心に取り組むことを計画いたしました。具体的には、渡良瀬遊

水地を学習材としまして、自然、治水、環境保全、歴史などを小学校から中学校にかけて系統

的に学ぶカリキュラムの研究を、乙女中学校区の乙女中、下生井小、乙女小に取り組んでいた

だき、その成果を市内のほかの小・中・義務教育学校に広げていけるよう支援をしていきたい

と考えております。研究テーマとしまして、仮ということで、地域資源を活用した総合的な学習

の時間の実践～「ふるさと OYAMA」のよさを生かした学習と情報の発信を通して～というこ

とで、学校とこれからやり取りをしてまいりたいと思います。指定期間につきましては、３年を

予定しております。小学校と中学校の連携だけでなく、下生井小と乙女小の相互交流などもで

きると良いと考えております。また、研究の方向性としましては、この後、各学校の総合的な学

習の時間の指導計画を持ちより確認することから始まりますが、例えば、下生井小１校で行っ

てきた活動を３校で共有・発展することも、湿地教育、渡良瀬遊水地への理解、あとは先ほど

申し上げました歴史の理解を深める効果があると考えております。１７ページから１８ページに、

研究の流れや研究の支援体制の案をお示しいたしました。デモ授業や渡良瀬遊水地コウノトリ、

生物多様性に関わる部分につきましては、ゼロカーボンネイチャーポジティブ課の支援やサポ

ート、補助等を取り入れながら進めてまいりたいと思います。以上、よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、子育て家庭支援課櫻井課長お願いします。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

資料１９ページをご覧ください。小山市子育て応援特別手当支給事業実施要綱及び小山市3

人乗り自転車貸し出し事業実施要項の廃止についてということでございます。内容といたしま

しては、本市で平成２１年３月に「小山市子育て応援特別手当支給事業実施要綱」を定めまして、

平成２１年度に限り特別手当を支給しておりましたが、年度内に対象世帯への支給が完了し、

役割を終えていることから本要綱を廃止するものといたします。また、３人乗り自転車貸し出

し事業につきましても、平成２３年３月に設定をしまして、その後貸し出し事業を開始したとこ

ろですが、３人乗り自転車の普及等により、本事業の利用件数が減少したこと、さらには自転

車の劣化等による修繕費の負担増加等により、令和元年度末で事業がすでに廃止となってお

りますので、この２つの要綱を廃止させていただければということで上げさせていただきまし

た。以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 
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はい。続きまして、保育課中林課長お願いします。 

〇中林保育課長 

はい。保育課からは、小山市子ども・子育て会議での意見聴取等に係る事案について報告さ

せていただきます。こちらは、来月３月１６日開催予定の子ども・子育て会議において、３２ペー

ジに記載させていただきました、３件の事案についてお諮りするものでございます。順にご説

明させていただきます。 

まず１件目としまして、先ほど田中課長の方からもお話がありました、子ども誰でも通園制

度を令和８年度の法律施行に合わせまして、利用定員、使える子どもの数をあらかじめ設定す

る必要があることから、子ども・子育て会議にお諮りするものでございます。１０月より公立保

育所２カ所、やはた保育所と出井保育所において試行的に実施しております。定員は各公立保

育所３名で事業を行っております。こちらについて同様の人数で設定してよろしいか、子ども・

子育て会議での意見聴取をお願いするものでございます。なお、現在のこの制度登録者数と

いたしましては、今日現在で６１名が登録をいたしまして、実際に１２名がこの制度を利用され

ています。 

２件目といたしましては、特定教育・保育施設の利用定員の設定をお諮りするものでござい

ます。こちらにつきましては、この３月で間々田駅の東口にございます公立のもみじ保育所が

老朽化・耐震性の欠如によりまして、使用継続が難しいことから廃止をいたします。この後につ

きましては、民営化という形で、社会法人栗の実が運営をいたしますもみじ保育園が旧もみじ

保育所の跡地を利用いたしまして、４月から運営を開始することになってございます。現在、公

立のもみじ保育所は９０名の利用定員ですが、４月の民営化後は７０名となり、２０名マイナス

でスタートをする形になってございます。また、もみじ保育所を建ててから５０年が経過してお

りまして、保育所設立のいろいろな要件が変わっております。同じ人数を収容するには面積が

足りないという根本的な問題がございまして、ゆとりある安心・安全な保育の提供に適した人

数ということで、７０名を設定させていただいてございます。また、一番懸念されます、今現在

もみじ保育所に通っているお子様が引き続き通えるのかというところですが、今回資料に記

載させていただきましたとおり、現在の７９名のお子様のうち、２０名は今年の３月３１日をも

って卒園になります。残りのお子様は基本的に、もみじ保育所からもみじ保育園に移っていた

だきますが、特別な配慮が必要で、公立保育所の利用を希望される方につきましては、同じく

４月に新設となります間々田中央保育所へ転園させていただくことによりまして、今通園され

ている７９名全員の転属先を確保することができている状況でございます。 

３件目につきましては、昨年策定いたしました第３次小山市子ども・子育て事業計画におい

て、規定されていなかった情報を記載する必要が生じたことから、この子ども・子育て会議に

お諮りするものでございます。児童福祉法の改正によりまして、地域型保育事業のうちの小規

模保育事業、２０名以下の保育園が今までは０歳から２歳までしか認められていなかったので

すが、この４月からは３歳から５歳のお子様をお預かりすることができるように、法律が拡大さ

れることとなってございます。これを踏まえた事業計画の量の見込み、及び確保方策を記載す
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る必要があることから、会議に諮るものでございますが、現状小山市において、３歳から５歳ま

でで小規模保育を行う予定はございません。このことから、定員は０名という形で計画に記載

するものでございます。また、誰でも通園制度に係る事業計画の文言も追記する必要があるこ

とから、併せて子ども・子育て会議に諮るものでございます。この３件につきましては、別添で

それぞれ資料を付けさせていただいてございますので、ご一読いただければというふうに存

じます。保育課からは以上です。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、学校支援課酒寄課長お願いします。 

〇酒寄学校支援課長 

よろしくお願いいたします。学校支援課からは、小山市における学校給食食物アレルギーの

対応についてご説明させていただきます。３３ページをご覧ください。趣旨ですが、本市におけ

る食物アレルギー対応につきまして、本年度７月の定例教育委員会において、委員の委嘱のご

承認をいただきました、小山市学校給食食物アレルギー対応委員会を、令和７年１０月３０日に

小山市役所にて開催いたしました。その結果につきまして、委員会設置要領第９条に基づき、

ご報告させていただくものでございます。まず、検討内容の概要をご説明させていただきます

と、本市では、学校給食における食物アレルギー対応の手引きに基づき、食物アレルギーを持

つ児童生徒に対する対応をしております。手引きにつきましては、平成２６年に作成し、その後

平成３１年、令和６年に一部改正を行ってきたところですが、本年度、学校にアンケート調査を

実施しましたところ、いくつか課題が出てまいりました。そのため、対応委員会におきまして、

手引きの見直しと対応方法の協議を行ったもので、令和８年４月から運用を開始する予定でご

ざいます。添付資料３４から３６ページが、委員会設置要領と委員名簿でございますので、後ほ

どご確認ください。 

３７ページをご覧ください。対応委員会の結果をご説明させていただきたいと思いますが、

参考資料として、本日、教育委員の皆様のお手元に新しい手引きの冊子をご用意させていた

だきましたので、後ほどご覧いただきたいと思います。それでは３７ページにお戻りください。

経過は記載のとおりでございます。続きまして、課題と検討事項でございますが、先ほど申し

上げました、本年度学校に実施しましたアンケートの結果、出てきた課題がこちらでございまし

て、手引きの構成が不明瞭で具体性にかけ、視覚的な情報が不足している等大きく４点ほどご

ざいました。その課題を踏まえて手引きを改訂することになりまして、「３」が改定することとな

った主なポイントの１１点でございます。１点目としまして構成の見直し、２点目として、エピペン

処方本数を原則２本といたしました。これは処方本数が１本の方と２本の方と人によって違う

ということでしたので、１本だけだと本人が持参するのを忘れてしまった場合に使用できない

ため、２本処方していただくことを原則といたしました。そのほか（３）以降、手順の明確化、薬

の処方についての見直し、「おかわり」の基準の明確化、学校で組織的に取り組むことの強調な

どに加え、（１１）にありますとおり、細かな質問事項は最後に Q&A としてまとめました。学校

には既に改訂版をお送りし周知しているところですが、新年度になりましたら改めて新任担当
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者向けに研修会を開催する予定でございます。説明は以上でございます。よろしくお願いいた

します。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、文化財課星場課長お願いします。 

〇星場文化財課長 

はい。それではご説明させていただきます。内容としましては、令和７年度中渋辺遺跡発掘

調査現地説明会の開催についてになります。こちらにつきましては粟宮新都心第一土地区画

整理事業地において、小山市教育委員会より令和５年度から県の埋蔵文化財センターに委託

しまして、中渋辺遺跡の発掘調査を行っております。今回、令和７年度調査で確認された奈良

時代の集落の調査成果について、現地説明会を開催し、研究の成果を広く周知することを目

的とするものでございます。開催日時としましては、２月２１日土曜日で２部制とまして、第１回

が１０時から、第２回が１１時からの開催となります。開催場所としましては、粟宮新都心第一土

地区画整理事業地内になっておりまして、参加費は無料になっております。定員としましては、

各回６０名としておりまして、昨年度の実績としましては、２回合わせまして７０名の参加でした。

その他としまして、現地説明会の資料を当日配布する予定としておりまして、今回とちぎ未来

づくり財団埋蔵文化財センターの方から資料の方が上がりましたので、別途紙でお配りさせて

いただいているところになっております。説明は以上になります。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。続きまして、博物館佐久間館長お願いします。 

〇佐久間博物館長 

はい。博物館でございます。資料４２ページをお開きください。令和８年度博物館企画展等

（特別展）の開催についてです。来年度以降、新博物館の開会に向けて、資料整理や新規資料

の調査・収集に専念するため、８年度は通常の企画展に比べて簡素化した特別展を２回開催す

る予定です。内容及び期間は、３の（１）に記載のとおりで、５月２日から６月２１日を会期として、

「中世小山の“こもんじょ”大公開」、７月１８日から９月２３日を会期として「ほっしー★と宇宙旅

行」という、ほっしー号の更新に合わせて開催する計２件を予定しております。入館料は、こち

らに記載した事由から、無料とする考えでございます。なお、博物館の入館料につきましては、

最後の参考に記載しておりますとおり、条例により原則無料となっておりますが、市長が定め

て徴収することができるということになっております。 

続きまして、４４ページをお願いいたします。令和７年度博物館まつりの開催についてでござ

います。博物館では、事業や成果を広く市民の皆様に知っていただくために、例年３月に博物

館まつりを開催しております。今年度は３月１日日曜日９時３０分から博物館を会場として、５

に記載のとおりの内容で開催する予定でございます。お時間がございましたら、お立ち寄りい

ただければ幸いに存じます。 

最後に４５ページをお願いいたします。小山市立博物館収蔵資料検索システムについてでご

ざいます。博物館では、歴史、考古、民俗、自然、各分野の資料を膨大に収蔵しておりますが、
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展示の機会以外では一般にお見せすることができません。また、どんな資料が収蔵されている

かも知られていないと思われます。しかし、これらは国民共有の資産であるため、デジタル化

を進め公開することが全国的に求められているところでございます。そこで、博物館では文化

庁の文化芸術振興費補助金を活用いたしまして、博物館のホームページ上に収蔵資料を検索

できるシステムを構築しました。本日より運用しております。現在検索できる件数は、４に記載

してありますとおり、わずか５１８件にすぎませんが、次年度以降、順次増やしていく計画でご

ざいます。博物館からは以上でございます。よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでは報告事項が終わりましたが、委員の皆様から質疑、

ご意見等がありましたらお願いいたします。いかがでしょうか。奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 

はい。３ページの内容自体に問題はないのですが、説明で出てくる地域限定保育士について

さらに詳しく教えてください。また、１６ページの総合的な学習の時間の研究指定校として、乙

女中学校区の３校を指定することは良いことだと思います。小山市には自然遺産がいろいろ

ありますので、そういうのを小山の子どもたちにも広めてもらいたいと思います。そこで、もし

今後の見通しなどがあれば聞かせてもらいたいと思います。 

〇濱口教育長 

それでは、３ページの地域限定保育士についてご質問がありました。中林課長お願いします。 

〇中林保育課長 

はい。ただいまの委員のご質問にお答え申し上げます。地域限定保育士と申しますのは、文

字通り特定の地域でのみ保育することが認められる資格で、従来は東京都内など限定的に認

められていました。近年の保育士不足の問題は特定の地域のみならず全国的な問題になって

まいりましたので、今回の法律改正で日本全国どこでもその地域に限定して保育士としての資

格を認める制度とすることに変わったものでございます。今までは栃木県では認められてい

なかったのですが、今回の法律の改正によりまして、栃木県下においても地域限定の保育士試

験を行い、合格者について雇用することができるようになるものでございます。 

〇奥中委員 

試験は通常どおり受けるのですか。 

〇中林保育課長 

はい。こちらの地域限定保育士となるための試験を受けていただき、実際に登録した地域で

３年間勤務をしますと、４年目以降は従来の保育士同様に全国で働けるようになるという限定

的な資格でございます。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございます。それではもう１つの１６ページ研究指定の内容等についてのご

質問がありました。佐山課長お願いします。 

〇佐山こども教育課長 
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はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。委員のおっしゃる通り、今後、小山にある素

晴らしい自然の渡良瀬遊水地等を大切にするということで、今回乙女地区の方に指定をさせ

ていただきました。これまでも、小山市としては渡良瀬遊水地のガイドブックや結城紬の学習

ブック等もデジタル版で作りながら、小山市のどの学校でも学習できるように手立ては講じて

きました。しかし、今回それをもう一度見直しまして、ゼロカーボン・ネイチャーポジティブ推進

課で作成した渡良瀬遊水地の新たな利活用ガイドブックもございますので、そういうものもう

まく活用しながら、まずは下生井小学校が特に活動しているものを乙女小学校に共有しつつ、

乙女地区の子どもたちにも渡良瀬遊水地のことを学んでもらい、成長のつながりを持たせる

計画をできないかということでスタートさせていただきます。それを基に、それぞれの地区で

は渡良瀬遊水地のみならず、どのような形で取り組んでいけるかについては、乙女地区の取り

組みを参考しながら広めていく方向で研究をしてまいりたいと思っているところでございます。

以上でございます。 

〇奥中委員 

 はい。頑張ってください。 

〇濱口教育長 

はい。他にいかがでしょうか。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

はい。私も１６ページの「総合的学習の時間」の研究指定校について伺いたいのですが、この

趣旨のところにある、世界に向けて発信できる児童生徒の育成という観点が素晴らしいと思

いました。そこで確認したかったのは、私の子どもが小学生のときにも総合的な学習の時間が

あり、そこで田んぼの学校を行っている認識でしたが、中学校のカリキュラムにおいても総合

的な学習の時間があるのでしょうか。また、ある場合は、月や年間でどれくらい行われている

のでしょうか。 

〇佐山こども教育課長 

小学校につきましては、基本的に３年生以上年７０時間ございます。中学校については確認

させていただこうと思いますが、週大体２時間ぐらいを目安に進めておりまして、特に教科書

があるわけではなく、地域課題やその学校の子どもたちに必要な資質能力について、学校独

自に定めて進めていくものでございます。そのため、例えば情報活用能力や発信力や表現力、

自分で課題を見つける力等も含めて対象が多岐にわたる教科でございます。その中で、今回

は乙女中学校では渡良瀬遊水地を学習材とし、今後の自分の生き方を考えたり、情報活用能

力等を育てたりするために活用していくというのが、今回の趣旨でございます。中学校も小学

校で学んだことを関連にしながら、世界に地域の良さを発信し、さらに深化補充をしながら進

めていければと考えているところでございます。 

〇岩井委員 

はい。私が少し懸念している点は、中学生は小学生と違って受験に向けてのカリキュラムが

多いこと、また、本来の学習の時間以外に教職員の方がこの総合学習に携わる場合、時間外等
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にも及ぶこともあるかもしれないので、できればこの図にあるように地域社会や NPO法人に

依頼して、教職員の先生方の負担にかからないような、総合的な学習の時間の研究をしていた

だければというふうに思いました。よろしくお願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。先ほどの補足をさせていただきますと、７０時間のすべてを渡良瀬遊水地の自然に関

する内容ではなく、例えば地域課題や福祉のことを勉強したり等、いろいろな範囲をどの学年

でどのように学ばせながら成長させるかということも学校の独自性がございます。そのため、

委員のおっしゃるとおり、中学校になりますとその先の進路の内容も含めた総合的な学習の時

間をどう使うかというところも研究の一つになってくると思いますので、その部分で、渡良瀬

遊水地等の地域学習の時間の使い方についても、今回の研究の中での課題の一つになるかと

思われます。以上よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

 はい。他にいかがでしょうか。荒井委員お願いします。 

〇荒井委員 

将来的には全市にということで、私もすごく良いことだと思ってお聞きしていました。現在

の小学校３年生は社会科の学習で総合的な学習の時間があり、さらには市内巡りをどこの学

校も行かれていると思います。また、学校によっては渡良瀬遊水地がラムサール条約に登録さ

れて以降、学校行事として３年生が行った内容を発表する機会もあり、この総合的な学習の時

間は位置づけしやすいと感じました。しかし、この総合的な学習を強制的に行うことは良くな

いと思いますので、その地域に沿った研究したいテーマを考慮しながら、あくまでもモデルに

なっていく取り組みであってほしいと思います。以上です。 

〇佐山こども教育課長 

ありがとうございました。おっしゃる通りでございまして、それぞれの良いこともありますが、

地域性やアクセス面等も課題として挙がっておりますので、その辺りにつきましては市長部局

の担当や地域ガイドとも連携を取りながら進めて参りたいと思います。また、市長ミーティング

の際に、指導をする先生方にも渡良瀬遊水地の良さを知っていただくところがスタート地点で

はないかというご意見も出ておりましたので、できることを探りながら進めていきたいと思っ

ております。以上よろしくお願いいたします。 

〇荒井委員 

 ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

はい。他にいかがでしょうか。大橋委員お願いします。 

〇大橋委員 

１６ページの総合的な学習の時間は、今お話を聞いていて自分がワクワクしてきたのですけ

れども、これは質問ではなくて要望にはなりますが、３年間の間に我々教育委員が見学や一緒

に参加できる機会を設けていただけると嬉しいなと思いました。私の学生時代にはなかった
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ため興味がわきましたので、もし校長先生が許可をしてくれるようであれば参加できればと思

います。 

〇濱口教育長 

 はい。実際に見に行くことでさらに詳しく内容について理解できると思いますので、その辺

りは今後協議をし、適切な時間が取れれば可能だと思います。 

〇大橋委員 

 ありがとうございます。お願いします。 

〇濱口教育長 

はい。他にいかがでしょうか。高橋委員お願いします。 

〇高橋委員 

はい。下生井小のような、豊かな自然が違い学校での総合的な活動は良いことなのでぜひ

広めていただきたいと思いますが、やはり地域ごとに特色があると思いますので、今回のよう

にゼロカーボンネイチャーポジティブ推進課等も関わってやっていかれるのはすごく良いこと

だと思っています。この課の方の環境に関するお話を私は聞いたことがありますが、興味のな

い大人でも分かりやすく楽しく聞くことができる内容で、渡良瀬遊水地の話もありつつ、地球

環境まで広げて考えられる授業もできるだろうと思います。このようなことから、他の学校に

も広がっていけば良いという気持ちがありましたので、ぜひ広めていただければと思いますの

で、よろしくお願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。素晴らしい取り組みを下生井小学校で行っていることを少しずつでも広げていきたい、

また、渡良瀬遊水地の素晴らしさを小山の子どもたちに知っていただきたいというような市

長部局と私たちの方の思いもあって、今回の指定にさせていただいております。以上でござい

ます。 

〇高橋委員 

もう１点ですが、３２ページの子ども・子育て会議の報告事項についてです。１番のこども誰

でも通園制度が開始してからしばらく経過しており、利用者の方もいらっしゃるということで

すが、受け入れた側の仕事が大変になるのではないかという懸念もありましたので、利用者や

受け入れ側の感想等が上がっていれば教えていただきたいです。 

〇濱口教育長 

はい。中林課長お願いします。 

〇中林保育課長 

はい。利用者といたしましては、想定した数にはまだ至っていないところでございます。今

年度末を目安に、利用者に対しては利用満足度アンケート、また、登録いただいたが実際に利

用されなかった方に対しては利用されなかった点についてのアンケート調査等を実施いたし

ます。その結果を踏まえまして、令和８年度もう１年間試行させていただき、令和８年度の結果

を踏まえて、令和９年度以降どのように発展・改善していくかを検討していくという流れでご
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ざいます。また、やはたと出井の２カ所の保育所につきましては、年度当初より、誰でも通園制

度を実施することが決まっておりましたので、教職員につきましては、その誰でも通園制度に

対応できる人数を最初から加配した形で開始してございましたので、業務的には問題ないも

のと思われます。また、小山市の場合は混合型といいまして、誰でも通園制度のお子様だけを

お預かりするのではなく、通常お預かりしているお子様と一緒の教室で２時間過ごしていただ

く形をとってございますので、そういった点でも、特別に用意するということが少なく済んで

おりますので、現状、今の利用人数等でいけば保育士や所長の働き方に大きな変化は出ない

というふうに見込んでございます。以上、よろしくお願いいたします。 

〇高橋委員 

ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

はい。他にいかがでしょうか。奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 

３７ページでエピペンの話が記載してありますが、エピペンを処方してもらうことで大変安心

しているのですが、実際に使用したケースは年にどれくらいあるのか、わかれば教えてくださ

い。また、子どもが成長していく過程でアレルギーの症状も変わってくると思います。そうする

と、今まではダメでしたが、急に少し食べられるケースもいっぱい出てくると思います。このよ

うな話もあれば教えてください。 

〇濱口教育長 

はい。酒寄課長お願いします。 

〇酒寄学校支援課長 

はい。エピペンの使用があったかという点につきましては、今年度・昨年度につきまして報告

はございませんでした。アレルギーに関しては、お時間を頂ければと思います。よろしくお願い

いたします。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがでしょうか。荒井委員お願いします。 

〇荒井委員 

はい。学校給食の食物アレルギーについてですが、アレルギーを持った子どもさんは主治医

から学校生活管理指導表をもらうと思います。本来は毎年記載内容を更新していただくので

すが、そのままずっと使っているお子さんもいるということで、管理指導表の扱い方について

伺いたいです。また、一日入学の際にアレルギーについて親御さんにアンケートを記入しても

らうと思いますが、その際に「食べたことのない品目でアレルギーを起こすものの」の中で、食

べたことがないものをたくさん丸つけてくるお子さんが多く、入学前に自分の子どものアレル

ギーをあまり把握していない親御さんも多くいることを実感した覚えがあります。未確認で記

入することもどうなのかと思いますが、そのあたりの懸念される点を加味していい方向に向か

うと良いなと感じます。 
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〇濱口教育長 

はい。今の点について学校等へ指導しているようなことがありましたらお願いします。 

〇大島食育推進係長 

食育推進係の大島と申します。よろしくお願いします。委員のおっしゃるとおり、生活管理指

導表は毎年必ず受診をしていただいて、最新の診断に基づいた対応をとることが原則となっ

ております。しかし、中には家庭では食べているが学校ではそのままの状態になってしまって

おり、最新情報を得られないご家庭もあると聞いてはおります。そのため、学校に対しては、必

ず毎年受診をしていただくように促していただいている状況でございます。また、初めて食べ

るような食品が多いという点においては、一日入学等の保護者が集まる機会での学校給食の

説明をする際に、必ずいろいろな食材を試していただくようにということでご説明をしており

ます。しかし、この手引きの中にも記載がございますが、アレルギーが判明していない中でも、

体調の変化等によって急にアレルギーが出るという事例がございますので、どの学校に対して

も緊急時の対応は必ず検証を行うように指導しておりますので、そういったところで対応をし

ております。よろしくお願いいたします。 

〇荒井委員 

 ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

はい。ほかにいかがでしょうか。大橋委員お願いします。 

〇大橋委員 

４５ページの博物館の収蔵資料検索システムについては、とても素晴らしいと思いました。そ

こで、参考までに文化庁の補助金額の額を教えてください。また、令和８年度予算で計上した

のは５０万円ですが、システムのさらなる向上等を考えると５０万円では足りなくなる場合もあ

るのでしょうか。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 

〇佐久間博物館長 

はい。補助金の額は約２００万円でございます。これまでデジタル化は毎年５０万円ぐらいず

つ進めておりましたけれども、システムを構築しておりませんでしたので、その補助金をいただ

いた中でシステムを構築いたしました。これから、毎年少しずつですけれどもシステムの向上に

努めたいと考えでございます。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。他にいかがでしょう。酒寄課長お願いします。 

〇酒寄学校支援課長 

はい。先ほど奥中委員の方からご質問がありました、お子さんが成長してアレルギーの変化

があるのかという点について、具体的な数字は把握しておりませんが、年齢が上がるにつれて

症状が回復するというお話はよく伺います。しかし、先日学校から、受診している病院が専門
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医でないために観察が必要と診断され、指導票が書き換わらず、アレルギーのお子さんが増え

る一方のため、対応が難しいという相談がありました。この点に関しましては、専門医に相談し

て症状を確認していくなど検討を行い、教員の負担軽減が必要であると思っているところで

ございます。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは報告事項まで終わりましたので休憩をとりたいと思います。 

１５分に審議事項から再開したいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

～休憩～ 

 

〇濱口教育長 

それでは再開いたします。 

審議事項議案第１号ということで、教育総務課日高課長お願いします。 

〇日高教育総務課長 

 はい。教育総務課です。よろしくお願いします。令和８年度小山市一般会計予算（教育委員会

所管関係）なります。令和８年度小山市一般会計予算の編成にあたり、地方教育行政の組織及

び運営に関する法律第２９条において、「地方公共団体の長は、歳入歳出予算のうち教育に係

る部分その他特に教育に関する事務について定める議会の議決を経るべき事件の議案を作

成する場合においては、教育委員会の意見をきかなければならない。」との規定があることか

ら、教育委員会に関する部分についてご説明させていただくものでございます。予算要求の内

容につきましては１２月の定例教育委員会の中でご説明させていただいたところですが、その

後、理財部長査定、市長査定を経まして、議会に付議する内容につきまして改めて教育委員会

に意見をお伺いするものです。資料は別冊になってございます。表紙に、令和８年度当初予算

（案）事業費に関する調べ（教育委員会抜粋）とあるものをご用意ください。資料に基づきまし

て、各所管課より１２月の説明後大きく変更があった事業を中心に、主な事業につきましてご

説明申し上げます。 

まず、教育総務課の方から説明させていただきます。４７ページをご覧ください。下から２番

目の教職員の働き方改革支援事業になります。こちら拡大となっておりますのは、右の表の

（新）と書いてある部分が、教育職員に関する業務量管理・健康確保措置推進に係る懇話会謝

礼が、新規で増加となっております。この後、こども教育課の案件にご審議いただきます、小山

市スマイルプランの懇話会にご出席いただいた方の委員の方への謝礼となっております。他の

事業につきましては大きな変更はございません。教育総務課からは以上になります。 
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続きまして、こども政策課お願いします。 

〇田中こども政策課長 

１２月の説明時に５つの事業をご説明させていただきましたが、そのうち変更となりました

ところについてのご説明をさせていただきます。資料の方は２６ページになりますが、上から２

つ目のこどもまんなかラウンドテーブル事業となります。こちらの事業内容としましては、官民

を問わない子どもの教育や支援に関わる団体等の情報共有や課題の検討を行うプラットフォ

ームということで令和７年度から実施をしておりまして、来年度にラウンドテーブルのポータル

サイトでインターネットサイトを作り、そのサイトを活用しより多くの声を聞き情報提供ができな

いかということで４００万円ほど見込んでおりました。しかし、こちらにつきましては査定の結

果、もう少し検討が必要ということで廃案となりまして、もともとは５３６万８千円を見込んで

おりましたが、受け手としては１２６万８千円ということで、前年度に比べて委員さんへの謝礼

や事務費の部分で増額となっている状況でございます。もう一点は予算上からは落ちている

ものになりますが、フリースクールの利用の助成ということで、要求時には月額１万円の補助

を年間２０名分計２４０万円を見込んでおりましたが、こちらにつきましては、制度設計の中で

助成金額や補助対象の基準、手付きの方法等についてもう少し検討が必要との結論となりま

したことから、次年度以降に改めて検討した上で要求していくということで、８年度の方には

計上しておりません。我々としましてはまだ引き続き検討しまして、こちらについては事業化し

ていきたいと考えているところでございます。続いて２７ページをお開きいただきまして、一

番下の放課後児童健全育成事業の（新）ということで、城東小新学童保育館については１億９，

５００万円で要求を行っております。また、２８ページの下から２番目の（新）網戸小学校跡地活

用事業ということで、おもちゃ美術館の基本構想、基本計画等の業務委託１，３７５万円要求を

行っております。最後に５６ページになりますが、一番下にあります放課後子ども教室推進事

業につきましても、要求通りという状況でございましたのでご報告させていただきます。よろ

しくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

 続きまして、こども教育課お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

  はい。こども教育課からは大きな変更はございませんでしたが、特に増額となりました４８

ページ上から３番目、地域部活動推進事業についてお話しさせていただきます。令和８年度予

算額５４０万５千円となりまして、前年度と比べて１８０%の増額となります。これまで県や国の

補助金のみで運用しておりましたが、令和８年度からは市の一般財源の方からも１６７万６千円

を予算貸していただきました。来年度から新たな部活動地域展開の実行期間が始まるにあた

りまして、今後とも地域部活動の指導員の謝礼が多くなることから、１６名から２０名に増やす

見通しでの増額となります。以上よろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、教育研究所お願いします。 
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〇和久教育研究所長 

 はい。お願いいたします。教育研究所では１２月のご説明事項と比較しまして、変更等はござ

いませんでした。その内、資料４７ページの下から３番目、学校図書館電算システム運営事業に

ついてご説明いたします。こちらに（新）新システム移行データ抽出作業というのがございます

が、こちらは８年度から新システム導入に向けた事業として進めてまいりますので、金額自体

は減額となっておるのですが、今後新システムを導入していく金額を見込んでいること、また、

そうした作業が含まれることから、表記上拡大という扱いになってございます。以上、よろしく

お願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

はい。続きまして、青少年支援課お願いします。 

〇井口青少年支援課長 

 はい。青少年支援課でございます。１つの事業について説明させていただきます。資料４７ペ

ージの上から３番目、不登校児童生徒等支援推進事業でございます。新規事業です。事業費は

７６１万９千円です。事業内容としましては、不登校児童生徒やその保護者を支援するため、フ

ォーラムの開催や校内教育支援センターおよび市教育支援センターアルカディアの設置・運営

をします。具体的には、中学校及び義務教育学校後期課程における校内教育支援センターへの

パソコンや電話の設置、指導員１１名、支援員１７名の配置です。指導員等の報酬は、職員課の

予算に計上されております。また、市教育支援センターアルカディアは照明を LED 化します。

さらに、不登校支援フォーラムも開催し、講師による講話や参加者による交流等を通して保護

者に寄り添います。いじめ対策・不登校対策支援室が新設されたことに伴いまして、不登校児

童生徒等への支援をさらに推進してまいります。よろしくお願いいたします。以上です。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、子育て家庭支援課お願いします。 

〇櫻井子育て家庭支援課長 

 はい。資料４２ページをご覧いただければと思います。４２ページの上から２つ目、妊産婦タク

シー利用助成事業になります。こちらが当初の要求では１２０万円の要求をさせていただいた

ところですが、今年度まだ実績が少ないというところで、８０万で査定をいただいたところで

す。１月までで実績として、２２件１７万円しかないため、来年度についてはこの金額で周知をし

っかりしていきたいと思っているところでございます。また、ここには記載されてないものが

ありまして、こども食堂運営支援事業につきましては、子どもの居場所機能というところでま

だ庁内で整理が必要というところで、来年度については事業費としてついていない状況にな

ります。よろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、保育課お願いします。 

〇中林保育課長 
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はい。保育課からは、１２月時の説明におきまして、１２３億２，７００万ほど予算要求をさせて

いただきましたが、主に児童数の減少が見込まれることから厳しく査定を受けまして、１１７億

８千万、５億５千万ほどの減額査定となってございます。こちらは人口動態等を踏まえまして、

必要に応じた補正等により対応させていただきたいと考えてございます。その中で資料で申

し上げますと、３０ページの上から２番目、間々田地区新設保育所整備事業でございます。こち

ら先ほどの審議事項でお話ししたとおり、間々田地区に間々田中央保育所が新設されますの

で、現在の仮園舎を撤去する費用を計上してございます。また、ここに移転する前に使用して

いた耐震不足の間々田北保育所につきまして、１２月時には解体費用の方を計上させていた

だきましたが、この旧間々田北保育所の建屋につきましては、跡地利用の方向性が市全庁的に

未定のため、査定により０円に減額されております。こちらについては、利用が決定次第、予算

化を進めていくこととなってございます。以上、よろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、学校支援課お願いします。 

〇酒寄学校支援課長 

はい。学校支援課の予算で１２月以降大きく変更がございましたのは学校給食費にかかる予

算でございます。５８ページをご覧ください。上から３段目の、小学校給食費負担軽減事業と５

段目の中学校給食費負担軽減事業の新規事業でございます。はじめに経過をご説明いたしま

す。以前からお話しさせていただいておりますが、本市の学校給食費は、平成１１年から据え置

きで、今年度まで小学生が月額４，２００円、中学生で月額４，６００円を保護者の皆様にご負担

いただきまして、昨今の物価高騰による食材購入費の増額分と地場産物活用分につきまして

は、市が補助をすることで、保護者の負担を増やすことなく給食を提供してまいりました。１２

月時点では、小学校を対象に国が無償化の方針を示しておりましたが、金額の公表がされてお

りませんでした。その後、令和８年度の学校給食費につきまして、小学校及び義務教育学校前

期課程を対象に、国が児童１人当たり月額５，２００円を支援する方針を示し、中学校及び義務

教育学校後期課程につきましては、県が市との負担割合を協議し、生徒１人当たりの基準額を

設定し支援を行うという方針を示しましたので、８年度予算の内容が変わったものでございま

す。８年度の当初予算におきまして、生徒１人あたりの支援は月額５，９００円で、負担割合は県

と市が２分の１ずつと見込んでおります。５８ページの３段目の右の事業内容をご覧ください。

小学校給食費負担軽減事業の経費２件のうち、下の行の給食費負担軽減分４億７，４７６万円

が、児童１人当たり月額５，２００円を負担金として各学校に支払うための予算で、内訳は、５，

２００円×８月を除きました１１ヶ月という見込みで、８，３００人分となっております。上の行の

４，５３６万１千円は、国の基準額では不足する有機栽培米など地場産物を活用する費用を計

上しているものでございます。 

続きまして、５段目の中学校給食費負担軽減事業の事業内容をご覧ください。内容は小学校

と同様になりまして、経費２件のうち下の行の給食費負担軽減分につきましては、生徒１人当

たり月額５，９００円を負担金として各学校に支払うための予算で、５，９００円×11 ヶ月×４，３
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００人分でございます。上の行につきましては、県の基準額では不足する費用を予算計上して

いるものでございます。８年度の小学校分につきましては、今まで保護者が負担していました

４，２００円に対しまして、国の支援が５，２００円になりますので、１人当たり千円分余裕ができ

るわけですが、中学校分につきまして、今まで保護者が負担していた４，６００円が入ってこな

くなり、新たに市として、１人当たり５，９００円の２分の１であります２，９５０円を負担すること

になる見込みでございます。市の負担額で考えますと、８年度につきましては、小学校で少な

くなった分、中学校で増えるということになりまして、保護者には負担がないようにできる見

込みでございます。９年度以降につきましては、国の制度の詳細や支援の継続性が未定でござ

いますので、継続して注視してまいりたいと考えております。 

また、そのほか１点実施しないこととなった事業としまして、１２月のご説明で給食に使用し

ている食器を計画的に軽量で割れにくい樹脂製の食器に更新したいと考えていたところです

が、こちらは査定で予算計上となりませんでしたので、実施しないこととなりました。説明は以

上でございます。よろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、生涯学習文化課お願いします。 

〇望月生涯学習文化課 

はい。資料は５２ページをお願いいたします。4-２管理運営費でございます。こちらの中段に

ございます、新公民館照明 LED化工事費２，９００万円でございますが、蛍光灯の製造が２０２

７年１２月末をもって終了することを受けまして、各公民館の LED化を進めるものでございま

す。当初１２月の説明ではリースで進めていたところですが、財政当局と協議の際、工事の方が

メリットがあるということで このような形になりました。その他については、特に大きな変更

ございません。以上です。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、車屋美術館お願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。車屋美術館については特に変更がございません。よろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、文化財課お願いします。 

〇星場文化財課長 

はい。文化財課で大きく変更がありましたのは、５５ページになります。５５ページの１番目、

小山氏城跡保存活用計画策定事業の中の祇園城跡・中久喜城跡除草業務委託については、１２

月の際には約２，５００万円ほど計上しておりましたけれども、この保存活用計画策定事業が５

カ年で進めていく中で、進度の調整を図りまして１千万円へと減額となっております。その他

大きな変更はございません。以上でございます。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、博物館お願いします。 
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〇佐久間博物館長 

はい。５５ページの最下段から５６ページの３段目でございます。前回の報告から所々減額さ

れておりますが、大きな変動はございません。よろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

続きまして、生涯スポーツ課お願いします。 

〇篠崎生涯スポーツ課長 

はい。生涯スポーツ課では大きな変更はありませんが、主な事業といたしましては５９ペー

ジの２段目となります。サッカー場整備事業につきましては来年度の用地取得と設計を予定し

ておりまして、その下の市営弓道場整備事業につきましても現在県南体育館の南側に整備を

行っておりまして、来年度の秋オープンに向けて事業を進めております。主な事業につきまし

ては以上となります。よろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

 続きまして、中央図書館長お願いします。 

〇江藤中央図書館長 

 中央図書館です。５３ページをご覧ください。主だった事業を２件ご説明いたします。まず４

段目、施設管理費です。図書館を運営するために必要な施設や機器の維持管理や窓口業務委

託を行うための事業費ですが、次年度は監視カメラの更新の予算が確保予定です。これまで館

内に設置されていた防犯カメラの更新と、新たに駐車場・駐輪場に設置するものです。また、

小山駅に返却ポストを設置するための予算も確保予定ですので、今後、関係課と調整してまい

ります。続きまして７段目、施設営繕費です。今回、中央図書館受変電設備改修工事の予算が

確保予定です。こちらにつきましても、今後、担当課と調整を進めてまいりますが、受変電設備

改修工事実施の際には、２週間程度停電が必要となり、同期間の休館が予想されます。以上、

よろしくお願いいたします。 

〇日高教育総務課長 

各課からの説明は以上になります。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

 はい。それでは、議案第１号に関しまして、今各課から変更点等の説明があったわけですが、

委員の皆様から何かご質問ご意見等ありましたらお願いいたします。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

はい。４７ページの不登校児童の支援事業推進事業についてですが、事業内容の内訳に、指

導員が１１名分、支援員が１７名分の報酬は職員課で計上すると記載されています。私の記憶違

いかもしれませんが、前回の予算の時には報酬も教育委員会の予算に入っていたと思います。

これは私の勘違いなのか、それとも報酬を少し上げるために職員課からとなったのかを伺い

たいです。 

〇濱口教育長 

はい。お願いします。 
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〇井口青少年支援課長 

はい。ただいまのご質問にお答え申し上げます。委員のおっしゃるとおり、前回は報酬も入

っておりましたので、金額でも７，９００万円ほどになってございました。報酬の予算が職員課

に移ったことによりまして、予算として計上している金額自体が減ったようになりますけれど

も、報酬額については現状可能な範囲での最大値を確保しつつ、休暇も取りやすいよう維持し

てまいりたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇岩井委員 

はい。ありがとうございました。 

〇濱口教育長 

はい。他にいかがでしょうか。 

今ここにいる課長、部長、次長揃って財政の方と掛け合ってくれまして、私の知っている範

囲では８億から９億ぐらい昨年度よりプラスになっているのではないかと思います。必死の戦

いの成果で、非常にいい方向に教育関係は向かっているのではないかと思っております。それ

では議案第１号は原案どおりということでよろしいでしょうか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第１号は原案どおり決定いたします。 

続きまして、議案第２号こども政策課田中課長お願いします。 

〇田中こども政策課長 

はい。よろしくお願いいたします。こども政策課からは５０ページ以下になりますが、５１ペー

ジをお願します。小山市の学校適正配置等基本計画の策定についてでございます。本計画に

つきましては、パブリックコメント前の９月１８日定例教育委員会、そして１２月１６日の定例教

育委員会でパブリックコメントの結果ということで説明をさせていただいておりますが、今回

本計画が決定になりますので、改めてのご説明になります。 

まず趣旨ですが、令和７年３月に学校適正配置等の検討に関する提言書が教育長に提出さ

れまして、これを受けて、今年度学校適正配置等庁内検討委員会において検討を重ねまして、

計画を取りまとめてまいりました。３の内容になりますけれども、計画期間としましては、田園

環境都市おやまビジョンと同様の３０年先を見据えたものとしまして、期間を１期から３期に分

け、５年ごとに検証が行えるように示しております。今回は左側にあります第１次計画として１

０年間、それを２期３期と展開していくものになります。次に５２ページになりますけれども、学

校適正配置等の基本理念及び学校適正配置等の考え方ということでございまして、こちらは

別冊で付けております、計画書の方の１７ページから１９ページにも記載をしてございますが、

今回ご説明をさせていただきます。まず、計画の基本理念につきましては、～未来を担う子ど

もたちへよりよい教育環境を目指して～としまして、全ての子どもが平等に教育の機会を得ら

れるよう教育環境の整備を推進するという理念を踏まえまして、その下に記載しております、
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教育、それから地域の２つの視点に配慮した案ということで作成しました。学校適正配置の方

針についてでございますけれども、こちらその下になります。こちらは、学校というものが各地

域の核としての性格を有し、防災、保育、地域交流の場など、さまざまな機能を併せ持ってい

ることや、農村地区から学校がなくなることで地域からの転出等が増え、転入者が減少し人口

減少を加速させる恐れがあるといったところを踏まえまして、その下に記載しております６つ

の方針ということで掲げてございます。 

次に５３ページをお願いします。こちらが抜粋という形で、各学校の学校適正配置等のスケ

ジュール、それから計画案でございます。一番端の優先度により優先度を分類しておりまして、

Sが計画上検討重要性が非常に高い、それからAが高い、Bがやや高いという分類をしており

ます。それに伴いまして、それぞれの地区の改革の内容も掲載しているところでありますが、こ

ちらの一番下の小山城南エリア、それから間々田中学区エリアにつきましては、１次計画では現

状維持として、５年後との見直しの中で改めて再検討するため、計画案には記載がない状況に

なっております。また、一番上の優先度が S の美田中学区につきましては、これまでもご説明

したとおり、現在進行形で検討している状況でございます。また、優先度が A の乙女中学区に

つきましては、高台への移転立て替えの検討、それから下生井小の小規模特任校としても継続

をしながら、令和１０年度から１１年度に保護者や地域の意向を改めて確認し、今後の在り方に

ついても検討すること、また乙女中の移転立て替えについても検討を行うというふうにしてお

ります。その下の桑中学区につきましては、適正配置の将来を見据えつつ、浸水想定区域の羽

川西小学校について、令和８年度から９年度を目途に保護者や地域の意向を確認すること、ま

た、その下 B の小山中、小山第二中学区につきましては、現時点では現状維持であるものの、

小山高校の中等教育学校の再編度で影響等による児童数の推移を注視しながら、令和１１年度

から１２年度を目途に再検討するとしております。また、第三中学区につきましては、大谷北小

学校の老朽化に対する対応について、さまざまな可能性を踏まえ検討するとしております。ま

た、大谷中学区につきましては、現状維持しつつも、各学校の児童数の推移、それから農村地

域の人口減少対策等の動向を注視し、令和１１年度から１２年度を目途に再検討を行う。また、

豊田中学区につきましては、豊田中学校の豊田小学校併設についての検討を行う。絹地区に

つきましては、前期課程校舎と後期課程校舎の集約の検討を行うとことを主な内容としてい

るところでございます。詳細につきましては、計画の方にも記載してございますので、後ほど

ご確認いただければと思います。また、この後のスケジュールとしましては、本日の定例教育委

員会の審議を経て、３月１１日の庁議で最終決定をしたいと考えているところでございます。ま

た、別冊で付けております基本計画に追加しましたものとして、表紙の次のページに「小山市学

校適正配置等基本計画策定にあたって」ということで濱口教育長のあいさつ文を追加してお

ります。こちらは今までなかったものですので、改めてご覧いただければと思います。以上と

なります。よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 
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はい。それでは議案第２号につきまして、委員の皆様から質問、意見等ありましたらお願いし

ます。よろしいですか。 

〇全員 

 はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第２号については原案どおり決定いたします。 

続きまして、議案第３号こども教育課佐山課長お願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。こども教育課の方からは、第２次小山市英語教育推進計画についてご審議いただき

たいと思います。資料は５６ページからとなります。これまで小山市としましては、小山市英語

教育推進特区や教育家庭特例校といった施策を進めるとともに、平成２８年からは小山英語

教育のまち推進５カ年計画を策定しまして、国に先んじて英語教育に取り組んでまいりました。

平成２９年には、国の方で告示されました学習指導要領で、外国語活動、外国語科の授業が進

出されてからも、それまでの市としての実績を踏まえながら、英語教育の充実を進めてきたと

ころがございます。令和３年度に、先ほどの英語教育のまち推進５カ年計画の後継といたしま

して、小山市英語教育推進計画を策定し引き続き進めてきたわけですが、計画期間の５年は終

わりますので、新たに第２次としまして現行の計画を見直し策定するものでございます。推進

の方策としましては、６０ページからに書いてございますように、内容については学習指導要

領で示されていることを基本といたしますが、小学校１年生と２年生におきましても、予備次

数等を活用いたしまして、年間１０時間の外国語活動の実施、外国語指導助手 ALTとのチーム

ティーチングによる授業の充実、さらには、ふるさと小山の良さを理解し進んで発信しようと

する意欲や態度の育成を引き続き目指します。また、ALT につきましては授業のみならず、長

期休業における英語イベントの開催等、外国語のコミュニケーションをさらに楽しみ、外国語学

習をさらに深めたい意欲のある児童生徒に向けても活用を図ってまいりたいと考えておりま

す。この審議を終えまして、ご承認いただきましたところで校長会に周知をし、今後の英語教

育の充実を図ってまいりたいと思います。以上よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第３号について説明がありましたが、委員の皆様から何か質問、意見等

がありましたらお願いします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第３号は原案どおり決定いたします。 

それでは議案第４号、同じくこども教育課佐山課長お願いします。 

〇佐山こども教育課長 
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はい。引き続きよろしくお願いいたします。小山市立学校の教育職員に関する業務量管理・

健康確保措置実施計画（おやまスマイルプラン）の策定についてでございます。策定の趣旨や

内容につきましては岩井委員のお話にもございました、１月２９日の総合教育会議の方にて説

明をさせていただいております。その際のご意見を踏まえまして、プランに示す年号について

は西暦を併記することや、本市の現状につきましては小学校・義務教育学校前期と中学校・義

務教育学校後期の現状に分けて示し、課題をさらに明確にすることについて加筆修正をいた

しました。６６ページ、６７ページにあたるところでございます。その他にもご意見を多くいただ

きまして、勤務時間インターバル１１時間には通勤時間を含まないこと、数値目標の達成を目指

すだけでなく一人一人の教職員に応じた支援、子どもたちの笑顔を引き出すための授業改善

や自分を磨く時間を増やすことへの働きかけ等、このプランをもとに今後とも学校に働きかけ

てまいります。ご承認いただけましたところで、校長会にて説明、４月に公表と進めていく予定

でございます。以上、ご審議よろしくお願いします。 

〇濱口教育長 

  はい。議案第４号について説明がありましたが、委員の皆様から質問、ご意見等ありました

らお願いします。岩井委員お願いします。 

〇岩井委員 

このプランについては特に意見はございませんが、部活動指導に関しましてこの間全国の会

議の際に、先生が地域クラブ等の指導者として、兼職兼業により指導しても良いというアンケ

ートの結果が２０%だったという話を聞きました。新聞では、小学校の体育専任の方を指導者

にあててはどうかという報道もありますが、兼職兼業の時間も含めた残業時間の管理が問題

になると思うので、その辺りをどうにかしないといけないと思います。インターバルもそうです

けれど、兼職兼業として行う地域クラブの指導者の時間も残業として捉えていただければと思

います。 

〇佐山こども教育課長 

はい。今の委員のお話の２０%をどう捉えるかも含めてですが、兼職兼業の教員につきまし

ては、教員としての仕事に影響のないワークライフバランスを検討しつつ、今後、部活動の地域

展開の進捗と合わせて進めてまいりたいと思います。以上、よろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

昨日、部活の係と話す機会がありましたが、やはり教員を指導者として考えていかないと、

この問題はなかなか解決しないという考えに至りまして、何かそういう組織の立ち上げが必要

なのではないかと係の方では今考えているということでした。総合型スポーツクラブが育って

いない小山市にとっては非常に難しい課題ですけれど、教員の力を少し入れながら解決して

いく方向で頑張ろうと考えているところですので、また形ができましたらお話しできると思い

ます。ありがとうございます。他によろしいですか。奥中委員お願いします。 

〇奥中委員 
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今のことに関連して、私は働き方改革に関して、全て時間だけを考慮していくといろいろな

ところに歪みが生じると思います。部活動についても、積極的に関わりたいと思っている教員

に関しても限度の時間が超えたため活動できませんとすると、やり手がいなくなってしまうと

思います。教員でも、自主的に希望する人は兼業許可をしてやってもらうのが良いと思うので、

その辺りを調整していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

〇佐山こども教育課長 

はい。労務管理とやりがいのバランスも含めて、一人一人の思いを聞きながら取り組んでい

くことになると思いますので、丁寧に対応してまいりたいと思います。ありがとうございます。 

〇濱口教育長 

 はい。他にいかがでしょうか。よろしいですか 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第４号については原案どおり決定いたします。 

続きまして、議案第５号教育研究所和久所長お願いします 

〇和久教育研究所長 

はい。よろしくお願いいたします。教育研究所からは、小山市学校教育情報セキュリティポリ

シーの改訂についてご審議いただきたくお願いいたします。資料は７３ページからですが、７４

ページをご覧ください。改訂の趣旨でございますけれども、２の趣旨に記載いたしました。本市

におきましては、学校教育における情報セキュリティの確保のために、「小山市学校教育情報セ

キュリティポリシー」を定めております。このセキュリティポリシーについて、文部科学省が示し

ておりますガイドラインを踏まえながら策定をしているわけですけれども、こちらが令和７年３

月に改訂があったものですから、それを踏まえまして、本市のガイドラインにつきましても整合

を図るために改訂を行いたく存じます。本改訂によって変更を生じます主な内容としまして、

３の（１）から（４）にお示ししました。４点のうちの１点目（１）でございますけれども、改訂により

まして、学校教育で扱う紙やデジタル等を含めた情報資産を、重要性が高い分類Ⅰから、比較

的公開等を想定した分類Ⅳと４段階に分類することといたします。（２）にも記載してあります

が、教職員等の遵守事項、ルールにつきまして、以前の内容よりもより明確に具体的に示すこ

とといたします。（３）アクセス制御の強化でございますけれども、こちらは不正アクセスや重要

性の高い情報が漏れないような仕組み作りを行うものです。（４）クラウドサービスの安全利用

に関する整備といたしまして、インターネットを介して利用するようなサービス等を使用する頻

度が非常に多くなってまいりましたので、そちらを安全に利用するための対策を講じるもので

す。（３）（４）につきましては、システムを導入する際の業者選定にあたっての対策や対応となっ

ております。この内容でご承認いただけましたら、校長会で周知を行いまして、来年度令和８年

４月１日からの施行を考えております。参考資料としまして、７５ページから８２ページにセキュ

リティポリシーの改訂につきまして抜粋整理したもの、今回改訂にあたりまして、教職員等の
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重視事項については細かく定めましたので、そちらについて記載したものをお示しいたしまし

た。また、別紙資料といたしまして、令和７年度教育情報セキュリティインシデント発生状況と

いう資料をお示しいたしました。こちらは、令和７年４月から令和８年１月のうち、各学校から情

報セキュリティに関して、トラブル・インシデントにつながるものと教育研究所に報告があった

ものを１から５までまとめたものとなってございます。このような事故、もしくはインシデントの

防止、万が一の際に適切な対応が取れますように、各種研修会の機会を活用しながら、ポリシ

ーを丁寧に各学校に周知、説明してまいりたいと考えております。ご審議どうぞよろしくお願

いいたします。説明は以上です。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第５号につきまして説明がありましたが、インシデントの資料が添付して

あるので、この１年間に起こったことの概要について委員の皆様にお話ししていただけますか。 

〇和久教育研究所 

はい。それでは改めまして教育情報セキュリティインシデント発生状況をご覧ください。大き

く３つに分けてお話ししたいと思います。初めに、１の個人情報の取扱いについてです。この場

合につきましても、改訂版のポリシーで具体的にどういった対策を取るのかというところを記

載してございます。 

２・３・４のフィッシング詐欺については、まとめてご説明させていただきます。こちらは、サイ

トを見ていた人に対し特定の操作をしないと情報を漏えいする、指定の金額を振り込まないと

端末が使用できなくなるといった脅迫の表示が出るものになります。最終的には被害はあり

ませんでしたが、そのような指示に従うと学校全体のネットワーク、場合によっては市全体のネ

ットワークのチェックにもなりかねますので、インシデントという報告を受けた内容について、

当該学校の方にも指導を行ったところでございます。インターネットの使い方、またフィッシン

グ詐欺のように、適正に使っていましても悪意ある表示が出ることがありますので、そうした

場合の対応についても指針の方に具体的に記載しております。 

最後５番目の踏み台という言葉はなかなか聞き覚えのないものですけれども、こちらは児

童生徒が使っている学習用端末で起こった事案になります。海外からのアクセスが学習用端末

に偶然にも成功してしまい、保守を委託しております業者の方から連絡がありました。こちら

につきましては、業者と連携しながら措置を行ったところでございます。概要等は以上になり

ます。こうした事案の方も反省材料としながら、今回改訂するポリシーを運用しまして、学校が

安心安全に端末を使えるように説明等を行ってまいりたいと思います。以上であります。よろ

しくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。ではこの件について、ご意見ご質問等ありましたらお願いい

たします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 
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〇濱口教育長 

はい。それでは議案第５号につきましては、原案どおり決定いたします。 

最後に、議案第６号車屋美術館お願いします。 

〇望月生涯学習文化課長 

はい。よろしくお願いします。資料は８４ページをお願いいたします。件名は、令和８年度車

屋美術館企画展観覧料の設定についてでございます。ご審議のほどよろしくお願いします。車

屋美術館設置条例第５条及び管理運営規則第４条に基づきまして、令和８年度の企画展３件ご

ざいますが、こちらの有料の観覧料を下記のとおり定めようとするものでございます。また、

特別無料公開日も併せて定めさせていただきたいと考えてございます。３（１）の企画展観覧料

でございます。令和８年度は、第６５回から６７回までの３回を有料とします。例年と同じとなる

のですが、一般の大人が５００円、そして団体が３６０円。そして多くの美術館と同様に、大学生、

高校生は６割、そして小中学生・義務教育学校生につきましては無料とさせていただきたいと

考えております。なお、前年も開催しておりますポストカードコンテスト展は、一般の方が応募

していただいた作品の展示ですので、観覧料は無料とさせていただいているところでござい

ます。（２）特別無料公開日は例年どおり、７日間で設定させていただきたいと考えてございま

す。また（３）の中小企業系の福利厚生施設のリングジョイの割引につきましても今年度から実

施しているものでございますが、来年度も同様に継続したいと思います。以上、よろしくお願

いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。ありがとうございました。それでは議案第６号について説明がございましたが、委員

の皆様から何かご質問、ご意見ありますか。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは議案第６号も原案どおり決定いたします。 

以上、報告事項、審議事項をすべて終了いたしましたが、最後、委員の皆様から何か全体を

通してご意見等ありましたらお願いします。よろしいですか。 

〇全員 

はい。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、事務局の方へ戻したいと思います。 

〇日高教育総務課長 

最後に、こども政策課からお伝えしたいことがあるということですので、よろしくお願いい

たします。 

〇田中こども政策課長 
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 はい。お手元に第２回小山市こどもまんなかラウンドテーブル募集のチラシがあると思いま

すが、昨年１２月７日に第２回を開催予定でしたが、改めて内部で募集の見直しを図りまして、

３月１５日日曜日１３時３０分から１６時半で実施することが決まりまして、本日から募集も開始

しております。７月９日に実施した際も教育員の皆様にもご参加いただいたところでございま

すが、前回は傍聴参加という参加方法がありましたが、今回から傍聴参加はなくなりましたの

で、ワークショップ等も含めたご参加という形での募集となっております。改めて教育員の皆

様にもご参加いただければと思っております。参加につきましては、こちらの QR コードから

の申し込みということになっておりますが、ご参加いただく場合にはご連絡いただければ幸い

でございますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

〇濱口教育長 

はい。それでは、事務局お願いします。 

〇前田教育総務係長 

はい。それでは事務局から、次回の定例教育委員会の日程のご案内になります。次回の定例

教育委員会の日程は令和８年３月１７日火曜日午後２時から、場所は本庁５階、本日と同じ教育

委員会室となっております。今は年度末ですので、臨時の教育委員会開催のお願いをすること

もあるかと思いますが、よろしくお願いいたします。以上です。 

〇濱口教育長 

ありがとうございました。 

以上で２月の定例教育委員会を終わりにしたいと思います。ご苦労様でした。 

 

                   閉会 午後４時１７分                 


